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最近またネズミ講もどきのメールが

増えてるみたいです。先日、参加

しているMLのメンバーリストを利

用してメールを送った不届き者がい

ました。 （はせさん）

KDDから200円
の請求書。利用した覚えは

ないし、金額もさほど高くない。ア

ダルトサイトを訪れると、高額な請

求書がKDDから届くことがあると

は聞いたことがあるが、そんな覚え

もない。通信先は米国らしい。金

額が少ないので、徹底的に追及す

る気もおきないが、きつねにつまま

れたような気分である。

（さとうゆきえさん）

インターネットで初めての
お買いもの。インプレスダ

イレクトでVBの本を買いました。

まだ2日しか経ってないのに、いつ

届くかいつ届くかと玄関の前で待っ

ています。 （15歳高専生）

なんか、アメリカのエライと
ころが落ちて大変だったようで

すね。 （まさしさん）

会社でインターネットが取り入れら

れました。私のような中年には難し

いけれど、まだまだ若い
モンには負けたくないので、

現在、猛勉強中です。

（初心者の課長です）

通信料って何とかならないものでし

ょうか。すごく割高だと思

います。 （飯山康彦さん）

最近の最新技術や各媒体の紹介記

事は、どれも専用線でなければ楽し

めないものばかりでつまらなかった

が、ADSLには期待しています。

（小島さん）

このメールがちゃん
と届いているのか心
配です。（岐阜県木村さん）

「このサービスの利用には会員登録

が必要です」、「まずはこちらで会員

の登録を行ってください」、「会員

登録は無料です」…。こんな言葉

をホームページ上で多く見かけるよ

うになりました。利用する側は「タ

ダならいいか…」と思って登録ばか

りしていると、どこに自分の個人情

報を書き込んだのかわからなくなっ

てしまいます（もう、すでになって

いる？）。覚えのないところからメ

ールが届いたりすると「なんで、オ

レのメールアドレスを知ってんだ？」

と不安になったりもするので、登録

もほどほどに…。

（高橋直樹さん）

市内にアクセスポイントができたの

で、テレホーダイタイムはインター

ネットにハマっていますが、11時以

降は混雑しているし、何日か続け

てすると体ももちません。早朝は学

校があるのでほとんど無理です。料

金は上がってもいいので「24
時間テレホーダイ」
というサービスがほしいです。

（大分県大野大さん）

インターネットを子供にやらせてい

いものかどうか悩んでいます。

（桜井さん）

1台のパソコンを家族全員（4人）

で使っているので「思い切った使い

方（？）」ができなくてもどかしい

思いをしています。 （Kさん）

ボーナスで買ったパソコン。
インターネットもハマって
ます。 （まつださん）

せっかくインターネットを始めたん

だから、ホームページを見ているば

かりではなく自分でもホームページ

を作ってみたいです。

（宮崎県佐々木さん）

最近のサイトって、どれも同じ気が

するんですが…。 （主婦）

わが家でも、田舎の年老いた両親

を教育（洗脳？）中です。最初は

マウスさえ上手く動かすことができ

ませんでしたが、ようやくキーボー

ドに文字を打ち込むことができるよ

うになりました。もちろんローマ字

なんて知らないので「かな入
力」ですが…。インターネット
への道のりはまだまだ果てしなく長

い気がします。（東京都北野さん）

私も会社で、香港返還のインター

ネット中継を見ました！時代も変

わりましたねぇ～。 （佐伯さん）

from Editor
あなたが最近感じたことを、どしどしメー
ルしてください。詳しくは389ページを！

インターネットのCOOL＆FOOLが大集合！

今月から新しくなっ
たこのコーナーは、
インターネットピー
プルの皆さんと編集
部を結ぶページで
す。皆さんの楽しい
メールがこのコーナ
ーを作ります。
Let’s Access!

Reader's Voice
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皆さんからお寄せいただいたインターネットにまつわる失敗談を紹介します。
鼻で笑っている人、他人事じゃないですよ～！

今マレーシアは「果物の王様」ド

リアンの季節もぼちぼち終わり、街

中に「中秋月餅」が出回るムーン

フェスティバルのシーズン到来を待

ってます。この月餅、日本のものと

違って厚さ5センチもある迫力の代

物。ちょっと1つは食えないよ。と

もあれ、マレー人も中国人もインド

人も、みんなお互いのお祭りを楽し

んじゃう、そこがいいよね。

そんなマレーシアに僕が初めてやっ

て来たのが6年前の2月。飛行機の

窓から見下ろす大地は一面のヤシ

林。極寒の日本から降り立った体

に熱風がからみ付く。

「南国だぁ！」

ちょうどその時期はラマダン（イス

ラム教の断食月）で、宗教と生活

のかかわりを初めて体験しました。

会社ではマレー人の女性スタッフが

机で寝てたりするんだけど、中国系

のスタッフが「そっとしておいてね」

と目配せする。きっと食事のしたく

などで夜中はほとんど眠れないんだ

ね。昼間は水も飲めないんだけど、

それを他人種の人たちがけっこう思

いやるんだ。こっそり昼飯食いに行

ったりしてね。そうこう過ごして去

年の2月（時代は飛ぶっ！）、初め

てインターネットというものを知っ

た僕と20年来の相棒Masは、マレ

ーシア唯一のできたてプロバイダー

に加入。感動のネットサーフィンを

体験。だけどね、マレーシアの日本

語ページがない。そうか、そういう

ことかと幾分ムッとしたけど、ない

なら自分たちで作っちゃおうかと紀

伊国屋でガイドブックをGET。

HTML？タグ？…大学受験を思い

出す中国正月休み。勉強した、作

った、寝食を忘れて。家族を無視

して。そして完成！さっそくマレー

シアのプロバイダーにメールすると

2日後に返事が…。

「個人のページ公開は禁止。残念

でした」

連休をつぶされた家族の手前、死

んだフリをするJun＆Masでありま

した…。 （つづく）

山森淳（Jun）…在マレーシア7年、1959
年生まれの38歳。井上優（Mas）氏とと
もにマレーシア情報サイト「Jalan Jalan」
を運営する。

「道端のドリアン売りそろそろ店じまい…」

よ
く
新
聞
や
雑
誌
で
「
不
倫
メ
ー
ル
」

や
「
オ
フ
ィ
ス
ラ
ブ
メ
ー
ル
」
な
ん
て

記
事
を
見
て
笑
っ
て
い
ま
し
た
が
、
と

う
と
う
僕
も
ヘ
マ
し
て
い
ま
い
ま
し

た
。
社
内
の
彼
女
を
デ
ー
ト
（
ホ
テ
ル

の
レ
ス
ト
ラ
ン
）
に
誘
お
う
と
書
い
た

メ
ー
ル
を
上
司
に
送
っ
て
し
ま
い
、
上

司
か
ら
「
も
ち
ろ
ん
あ
な
た
の
お
ご
り

よ
ね
」
と
返
事
が
…
。
そ
れ
以
来
、

僕
は
み
ん
な
の
笑
い
者
で
す
。

（
K.
M
さ
ん
）

私
は
普
段
は
ダ
イ
ア
ル
ア
ッ
プ
ル
ー

タ
ー
を
使
っ
て
い
る
の
で
、
接
続
や
切

断
を
ま
っ
た
く
意
識
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
こ
の
間
友
人
の
家
で
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
や
っ
た
と
き
、
い
つ
も
の
ク
セ

で
、
切
断
し
な
い
で
そ
の
ま
ま
家
に
帰

っ
て
し
ま
し
ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
彼
の

家
に
請
求
書
が
来
る
こ
ろ
だ
と
思
う

と
、
怖
く
て
言
い
出
せ
ま
せ
ん
。
皆
さ

ん
も
こ
ん
な
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
？

（
S
よ
、
ゴ
メ
ン
さ
ん
）

妻
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
ま
る

で
分
か
る
ま
い
と
タ
カ
を
く
く
っ
て
た

私
が
ア
マ
か
っ
た
…
。
ど
こ
で
覚
え
た

の
か
、
私
の
渾
身
の
ア
ダ
ル
ト
ブ
ッ
ク

マ
ー
ク
が
妻
に
見
つ
か
り
、
消
去
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
集
め
る
の
大
変
だ

っ
た
ん
だ
ぞ
、
く
そ
〜
っ
！

（
匿
名
希
望
さ
ん
）

We Love Internet-People

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
知
人
の
失
敗

談
を
披
露
し
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
知
人

の
奥
さ
ん
が
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
の
メ

ン
バ
ー
だ
っ
た
！
し
か
も
そ
の
失
敗
談

と
は
彼
の
結
婚
前
の
女
性
関
係
…
。

離
婚
な
ん
か
に
な
ら
な
き
ゃ
い
い
ん
だ

け
ど
…
。

（
バ
ツ
イ
チ
さ
ん
）

第1回
「初体験！マレーシア」

山森淳
jhttp://www.junmas.com/

子
供
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
教
え
た

た
め
に
、
電
話
代
が
３
倍
に
な
り
ま
し

た
。
日
ご
ろ
「
夜
ふ
か
し
し
な
い
で
早

く
寝
ろ
！
」
と
叱
っ
て
い
る
手
前
「
テ

レ
ホ
ー
ダ
イ
を
使
え
！
」
と
も
言
え
ず
、

毎
月
N
T
T
と
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
請
求

書
に
ビ
ク
ビ
ク
し
て
い
ま
す
。
こ
ん
な

こ
と
な
ら
教
え
る
ん

じ
ゃ
な
か
っ
た
〜
！

（
松
柳
公
一
さ
ん
）

（元気ィ！：マレー語）アパカバー
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▲（株）リムネットでユーザーサポートを担当する
高本佳世子さん（右）と赤松玲さん（左）

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
ユ
ー
ザ
ー
サ
ポ
ー
ト

に
は
、
連
日
多
く
の
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
質

問
や
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
る
。
そ

ん
な
中
に
は
困
っ
た
質
問
も
…
。

皆
さ
ん
も
ご
存
じ
か
と
思
う
が
、
プ
ロ

バ
イ
ダ
ー
の
ユ
ー
ザ
ー
サ
ポ
ー
ト
に
は

毎
日
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
る
。
質

問
の
内
容
も
そ
れ
ぞ
れ
で
、
な
か
に
は

困
っ
た
質
問
も
あ
る
と
い
う
。
今
回
、

1
日
に
2
0
0
件
以
上
の
問
い
合
わ

せ
に
対
応
す
る
リ
ム
ネ
ッ
ト
の
ユ
ー
ザ

ー
サ
ポ
ー
ト
担
当
者
に
、
日
ご
ろ
表
に

は
出
な
い
ユ
ー
ザ
ー
サ
ポ
ー
ト
秘
話
を

語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

●
ど
の
よ
う
な
質
問
が
多
い
で
す
か
？

「
多
い
の
は
『
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
る
ん

だ
け
ど
、
つ
な
が
ら
な
い
よ
〜
』
と
い

う
接
続
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
で
す

よ
。
設
定
ミ
ス
の
場
合
が
多
い
ん
で
す

け
ど
ね
」（
高
本
さ
ん
）

「
そ
う
そ
う
、
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
の

電
話
番
号
を
入
れ
る
と
こ
ろ
に
自
分
の

家
の
電
話
番
号
を
入
れ
た
り
と
か
ね
」

（
赤
松
さ
ん
）

「『
パ
ス
ワ
ー
ド
が
か
か
っ
て
い
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
が
見
ら
れ
な
い
』
と
お
っ
し

ゃ
る
の
で
、
よ
く
よ
く
聞
い
て
み
る
と

H
な
サ
イ
ト
だ
っ
た
り
と
か
…
」（
赤

松
さ
ん
） ユーザーサポート秘話

●
ほ
か
に
は
ど
ん
な
問
い
合
わ
せ
が
あ

り
ま
す
か
？

「
I
D
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
分
か
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
調
べ
た
ん

で
す
が
分
か
ら
な
い
ん
で
す
よ
。
す
る

と
お
客
様
が
『
あ
れ
、
お
た
く
ニ
フ
テ

ィ
じ
ゃ
な
い
の
？
』
っ
て
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
あ
と
、
お
問
い
合
わ
せ
の
電

話
の
は
ず
が
、
い
つ
の
間
に
か
お
客
様

が
販
売
し
て
い
る
商
品
の
セ
ー
ル
ス
ト

ー
ク
を
延
々
と
聞
か
さ
れ
た
な
ん
て
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
」（
赤
松
さ
ん
）

●
質
問
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
に
気
を
つ
け
る
と
い
い
の
で
し
ょ
う

か
？

「
こ
ち
ら
は
精
一
杯
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

の
で
、
自
分
も
自
発
的
に
や
っ
て
い
こ

う
と
考
え
た
ほ
う
が
楽
し
く
な
る
し
、

覚
え
も
早
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
あ
と

は
、
使
っ
て
い
る
O
S
や
ソ
フ
ト
な
ど
、

自
分
の
状
況
を
正
確
に
把
握
し
て
お

く
こ
と
が
大
事
で
す
ね
」（
高
本
さ
ん
）

最
後
に
赤
松
さ
ん
が
心
温
ま
る
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
披
露
し
て
く
れ
た
。

「
サ
ポ
ー
ト
に
対
応
し
た
お
客
様
か
ら
、

お
礼
と
い
う
こ
と
で
後
日
ス
カ
ー
フ
を

い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
は
驚
き
ま
し
た
ね
」

皆
さ
ん
、
ユ
ー
ザ
ー
サ
ポ
ー
ト
は
上
手

に
使
い
ま
し
ょ
う
ね
。

美土里の森 in Hiroshima
jhttp://www.urban.or.jp/h
ome/tono/
田舎に引っ越したデザイナーのこだ

わりホームページです。田舎暮らし、

旅、アウトドア、ふるさと産品、空

き家、ショップ、イベント、プレゼ

ントなどが満載。田舎暮らしを考え

ている人には参考になり、憧れてい

る人には田舎の風を感じてもらい、

田舎ならではのものが欲しくなった

ら届けてもらえる、そんなホームペ

ージです。

（森一紘さん）

お手軽！ぼらんてぃあ
jhttp://www02.so-
net.or.jp/~tera/
小学生でも参加でき、気軽に手伝

えるボランティアを紹介しています。

会費を払わなくても簡単に身近で

協力できることはあるようです。少

しでも世の中の役に立てるよう

（！？）､内容を充実させていこうと

思っています。「ボランティアって、

なんだか面倒くさそう…」と思って

いるあなた！ぜひのぞいてみてくだ

さいな。

（寺嶋ともえ）

▲スポーツカイトの専門用語が
分からなくても、用語辞典があ
るから安心の「ARISE」

ARISE
jhttp://www.na.rim.or.jp/

~arise/
「スポーツカイトの情報量は日本

一！」と自分で言っちゃいますが、

かなり気合い入れて作りました。特

に、これからカイトを始める人や初

心者向けの内容を重視して作って

いますので、雑誌などでカイトを知

ってちょっと興味を持ったような人

にぜひ見て欲しいですね。また、シ

ョップでもありますので、ネット上

での通販申し込みもOKです。初心

者の人からのメールがよくあります

が、分からないことはどんどんメー

ルで質問してください。まだまだマ

イナーなスポーツだけに、少しでも

多くの人にこのおもしろさを知って

欲しいのです。

（山岸幹也さん）

あなたの自慢のホームページを紹介します。どれも
作者の自信作です。とくとご覧あれ！
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We Love Internet-People

ダイアルアップユーザーにとって、

専用線接続は憧れの的。本誌読者

の皆さんなら、せっかく大学や会社

に入るからには専用線でインターネ

ットを使ってみたいと思うのは当然

のこと。今回は、悩める受験生の

おねだりに応え、電子メールのアド

レスを学生に配布している大学が実

際に多いのかどうかをチェックして

みよう。今回は、朝日新聞社の

『大学ランキング'98』で「生徒に勧

めたい大学」の上位10校にランキン

グされた大学をリサーチした。

調べた結果が右の一覧表だ。もち

ろんこれは一部なので、ここに出て

いない大学ではインターネットが使

えないということではない。すでに

多くの大学でインターネットが取り

入れられているということが分かる

だろう。さらに調べてみると、全学

生にアカウントを発行している大学

は意外と多く、昨年から、今年から

という大学がほとんどだった。一部

の大学では、学校としてアカウント

の発行は行っていないが、研究室単

位で担当教授の裁量で発行してい

るというケースもある（東京外国語

大学など）。これは、サーバー自体が

研究室の管理なので、管理者であ

る教授が、自分の研究室の学生に

アカウントを与えるということだ。

また、文系の大学でのインターネッ

ト利用希望者は、大学主催の講習

会を受講するなどして知識を習得さ

せたのちにアカウントを発行する大

学もあった（専修大学）。

ホームページを持っている大学の

多くでインターネットが利用できる

ようだが、最近の受験案内には大

学のホームページのURLも掲載され

ている。ホームページには問い合わ

せ先のメールアドレスがある場合が

多いので、「大学に入ったら何がな

んでもインターネットを使いたい！」

という皆さんは、志望校を決定す

る前に一度大学に問い合わせてみ

るといいんじゃないかな。きみの春

はもう近い、がんばって！

あなたの代わりに調べます！

メールアドレスがもらえる
大学を受験したい！
このコーナーでは、あなたの「見たい」「聞きたい」「知りたい」を応援します。
あなたが「気にはなるけど自分では調べられない」ということを、編集部が代わりに調べます。
どんなくだらないことでも結構です。ちょっとでも気になることがあったら、編集部におねだりしてください。

1慶応義塾大学…全学生に発行
jhttp://www.keio.ac.jp/index-jp.html
2京都大学…全学生への発行は来年度からを予定
jhttp://www.kyoto-u.ac.jp/
3東京大学…全学生に発行
jhttp://www.u-tokyo.ac.jp/index-j.html
4東北大学…研究室、学部学科ごとに発行
jhttp://www.tohoku.ac.jp/index-j.html
5早稲田大学…全学生に発行
jhttp://www.waseda.ac.jp/index-j.html

6国際基督教大学…全学生に発行
jhttp://www.icu.ac.jp/
7東京工業大学…全学生への発行は現在検討中
jhttp://www.titech.ac.jp/home-j.html
8筑波大学…全学生に発行
jhttp://www.tsukuba.ac.jp/welcomeJ.html
9一橋大学…全学生に発行
jhttp://www.hit-u.ac.jp/
q上智大学…10月から全学生にアドレスを発行
jhttp://www.sophia.ac.jp/defaults.htm

上智大学のホームページ。同大学の
力の入れようがうかがえる充実したコ
ンテンツだ。

jhttp://www.sophia.ac.jp/
defaults.htm

10月から全学生にアカウントを配布する

上智大学の場合

上智大学（本部：東京都千代田区）では、これま

では電子計算機センターに登録した学生しかイン

ターネットを利用できなかったが、この10月1日

からは全学生が利用できるようになる。上智大学

広報課にお話をうかがった。

「現在はまだ準備中ですが、10月までに職員を含

む全学生を登録します。約1万人のうちの、ほぼ

9割終了したところです。最近は、就職活動でイ

ンターネットを使うようになったりして、学生側

からのニーズも高まってきました。世の中の流れ

を見てもインターネットが注目されている中で、

大学全体で導入するに至りました」

上智大学では10月までに端末室3室を増設し、コ

ンピュータも280台に増やすという。

僕は現在受験勉強中の浪人生です。「夏を制するもの
は受験を制す」という先人の言葉をを信じ、この夏は受
験勉強にいそしんでいます。今は家の電話を使ってイ
ンターネットをしていますが、大学に入った暁には、学
校の設備を利用してインターネットをやりたいと思って
います。最近は学生にメールアドレスが配布される大
学が増えてきたと聞きますが、主に理系の人中心だと
思います。そんな話は受験案内にも出ていないので分
かりません。文系でもアドレスってもらえるんですか？
本当のところを教えてください。（埼玉県佐野さん）

今月のおねだり

「生徒に勧めたい大学」上位10校のメールアドレス発行状況

※ランキングは『大学ランキング'98』朝日新聞社発行による
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インターネットで供養するお墓「サイバーストーン」を始めた
高野山真言宗龍源山功徳院の住職松島龍戒さん

話
題
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ど
ん
な
人
？

お寺がインターネットを使って紹介や宣伝をするというのは最近よく見かけるが、東京
巣鴨の功徳院が試みているのは、インターネット上にお墓を作ってしまおうというもの
だ。そのページにアクセスすれば、3D画面で霊苑を散策したり、お花やお線香をそな
えたり、お経を聞いたりできる。そのうち「お墓はインターネット」が普通になるのだ
ろうか。「サイバーストーン」を運営する住職の松島龍戒さんにお話をうかがった。

INTERVIEW

インターネットにお墓を作る
というのを思いついたのはお
父様だそうですね。

うちの親父は59歳ですが、パソコ

ンやインターネットについては素人

なんです。素人だから思いついたの

かもしれませんね。ただ、先見の明

はあるみたいで、バブルの前で数百

万円のお墓が売れていたときに、1

人11万2000円の共同のお墓を売り

出そうと言い出した。まわりに反対

されたんだけど、結局、今はその共

同のお墓が一番売れているんです。

親父がインターネットのお墓という

のを言い出したときも、最初は「ま

た始まった」と思っていたんです

（笑）。でも、今考えてもすごいなと

思うのは、ホームページは情報を発

信する場所なのに、それを個人の生

前の記録を収めるとか、情報をし

まっておく場所として考えたことで

すね。もちろん、アクセスしてくれ

ば故人の経歴は読めるわけですか

ら、情報発信もしているんですけ

ど、インターネットをお墓という情

報をしまっておく場所として使おう

という発想はすごいなと思いました。

コンピュータやインターネットがち

ょっとできる人は、そういうことを

思いつかないんです。コンピュータ

はデータベースとかワープロとか、

そういうふうに使うものだという先

入観があるから、自分の知識の中

でしか発想が出てこない。でも、使

えないヤツは始末が悪くて（笑）、

コンピュータは何でもできるんじゃ

ないかと思っている。お寺がインタ

ーネット使うとしたら、普通は、お

寺の紹介をするとか、お墓の広告を

出すという程度じゃないですか。

インターネットのお墓に手を
合わせることに、違和感はあ
りませんか。

正直言って違和感はあります。でも、

信仰の対象物というのはそれぞれ違

うわけで、礼拝をするのは、仏壇の

中の位牌なのか、インターネットの

画面の中のお墓なのかというのは、

人それぞれだと思います。私は、イ

ンターネットのお墓でいいんだとは

言いません。いろんな選択肢があっ

たほうがいいと思います。コンピュ

ータの画面だけでは味気ないという

方のために、ノートパソコンをハメ

込める仏壇も試験的に作っていま

す。インターネットのおかげでいつ

でもお参りができるとか、故人の膨

大な記録が残せるというメリットを

優先する方には、インターネットの

お墓でいいのではないかと思います。

功徳院のページは松島さん
が作られたそうですね。

いや、作ることは作りましたけど、

全然更新していないし、作り方が

下手だから重いし、もうちょっと何

とかしないといけないんです。ホー

ムページ作成ソフトを買ってきてや

っただけで、HTMLのこともあまり

わかってないんですよ。パソコンを

始めたのは、7、8年前からで、お

寺の会員管理とか必要に迫られて

データベースを作ったり、ワープロ

を使ったりしていました。仕事以外

でも、音楽をやったりニフティサー

ブを使ったりはしていました。「サ

イバーストーン」のほうは、3Dで霊

苑の中を散策したり、クリックする

と般若心経が流れたり、ショックウ

ェーブでお花やお線香を供えるとい

うのがあるのですが、ちょうど縁の

あったNHKテクニカルサービスさん

にお願いしています。

今は、お墓は見本のものだ
けですが、実際にインターネ
ットのお墓に入ろうという方
はいらっしゃいますか。

まだお1人ですが、申し込みをいた

だいている方がいます。その方は、

お嫁に行って実家の先祖を祀る方

が誰もいなくなる。今は過去帳が残

っているだけで、ご先祖はお寺でも

見てもらえないし、どうなっちゃう

んでしょうというご相談を受けたん

です。お骨も何も残っていないけど、
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We Love Internet-People

「わたしのまわりの困ったちゃん」
あなたの身の回りの困った人たちを紹介してください。

インターネットにまつわる話ならなんでもOKです。

「インターネット川柳」
インターネットに対するあなたの思いを五七五で表現してみよう！

「5年後、インターネットはこうなる」
インターネットの5年後はこうなるだろう、こんなことができるように

なるだろう、というあなたの夢（？）をお聞かせください。

あなたのメールアドレス帳に『インターネットマガジン

投稿（ip-box@impress.co.jp）』を登録してね！

このコーナーは読者の皆さんからの投稿で成り立っています。

ショックウェーブでお墓参りもできる！

jhttp://www.haka.co.jp/

過去帳は残しておきたいというので、

それなら、インターネットに過去帳

をそのまま記録することができます

よというお話をしました。その方の

おっしゃるのには、今の自分がある

のはご先祖のおかげだから、そのこ

とを何かの形で残しておきたいとい

うんですね。

サイバーストーンにアクセスし
てくるのはどんな方ですか？

4月からスタートして、7月でアクセ

ス数4000というのは、そう多くは

ないと思いますが、興味や関心を持

って見てくださっている方は多いよ

うですね。実際に入ろうという人は

それほど多くありませんが、反応は

ものすごく大きいようです。まあ、

でもそれは仕方のないことで、実際

にお墓のことを考える60代、70代の

人たちは、インターネットがなんた

るかもわからないでしょうし、イン

ターネットを主に利用する若い人た

ちは、お墓についてまだ考えること

はないでしょう。雑誌で紹介された

ので3Dで霊苑の中を探索するのに

興味があって、たまごっちのお墓と

同じくらいの感覚で見にくるんでし

ょうね。でも、これから10年、20

年すると、そうした人たちが興味を

示してくれるようになると思います。

「サイバーストーン」には、お
骨ではなくて、髪の毛を納
めるんですね。

お墓には2つの側面があります。1

つはお骨を納めておくという側面で、

もう1つは記録を納めておくという

側面です。記録のほうは、これまで

の墓誌に書かれているのは、せいぜ

い名前と戒名と没年月日と享年く

らいですが、インターネットという

現代の媒体を利用して、その方の

声や写真や経歴を残すことができま

す。今ではもう1つ、お墓がなくて

困るという方のほかに、あって困る

という方もいらっしゃいます。郊外

に大きなお墓を作ったのはいいけれ

ど、のちのち管理する人がいなくな

ってしまう。それでは、いくら大き

なお墓を立てても無駄ですね。それ

よりも、ネットワークの中にお墓を

作って、縁者はどこにいた

ってインターネットに

つなぎさえすればお参

りができる。それならお

骨ではなくてもいいの

で、灰にして自然還元

することで「お骨レス」

にする。身体的なものが

何も残らないのは淋しいと

いうのなら、髪の毛を残し

たらどうだろう。焼いたお骨には遺

伝子情報は残っていませんが、髪の

毛には個人を識別するDNAの情報

があります。今はDNAというと、

クローン羊という議論になりますが、

個人を識別するものを後世にわたっ

て残すのは意味があるのではないか

と思います。もちろん、セキュリテ

ィーの面では、髪の毛を納めた場所

は公表しないとか、慎重に進めるこ

とが必要だと思います。

将来は、「サイバーストーン」
のようなものが普通になるの
でしょうか。

お墓に対する価値観というのは、ど

んどん変わっています。ここで霊苑

を始めて10年になりますが、10年

前には大きくて立派なお墓を建てた

いという方が多かったのですが、今

は景気が悪くなっていることもあり

ますが、お墓の面倒を見てくれる子

供がいないから、共同のお墓でいい

という方が増えています。死んだら

親類縁者は1人もいないという人で

も、共同のお墓なら誰かがお参りに

来てくれる。そういう安心感に支え

られている部分はあるんですね。そ

れと同じように、インターネットの

お墓なら、全然知らない人がアクセ

スしてお参りしてくれるかもしれな

い。そういう安心感が持てるんじゃ

ないかと思います。

（取材・文／鈴木康之）

このほかにも、「このホームページの作者インタビュ

ーが見たい！」「こんなことを調べて欲しい」「こん

なテーマで投稿を募って！」、本誌の感想などなど、

どんなことでも結構ですから、身の回りで起こった

ことは、じゃんじゃんメールでお送りください。な

お、投稿の際は、お名前（ペンネームも可）、ご住所

（○○県）も明記してください。

ぜひ！

宛て先はすべて

ip-box@impress.co.jp
です。投稿文にはダイレクトプラスを発行します（390ペ

ージ参照）。投稿お待ちしています！
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